
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第１２８号 （令和６年５月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆遺品整理に悲鳴を上げています◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

大森です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、以前にも話題にさせていただきましたが、２０１９年からの 

３年くらいで、私の両親と妻の両親が他界しました。その後、なんとか相続手続きは

終わったのですが、今、遺品整理に悲鳴を上げています。 

私の実家も妻の実家も岡山にあり、まずは妻の実家から遺品整理をやっている

のですが、ゴールが全く見えません。妻は２人姉妹の長女。妹も横浜におり、姉妹

で２ヶ月に１回、岡山に帰って遺品整理をしていますが、ものすごい量の物があり、

終わりが見えず、最近は２回に１回、私も参加しているのですが、その量には度肝

を抜かれます。実は、妻のお父さんの収集癖がすごかったのです。 

私は、とりあえず何を残すか、何を捨てるか、何を売るかを選別しないことには片

付かないと思い、着手しました。 

まず、部屋の中を一番占領していたのが、過去５０数年間の新聞の切り抜きで

す。勤めていた会社で総務部長だったこともあってか、大量の切り抜きが、年月日

のハンコが押され、文字通り山のように積まれていたのです。実際、下の方を見て

みたところ、昭和２０何年とかのものまであり、うそだろ！と驚きつつ、読み始めてし

まったら、もう捨てられないと思い、見ずに紙業者さんに引き取ってもらいました。 

また、ミニカーや塩ビのおもちゃなどもたくさん出てきまして、中には６０数年前の

米国製のブリキのバスのおもちゃまであり、これはなんでも鑑定団に出したらいい 

値段がつくんじゃないか！と思わずにはいられませんでした。 

さらには、昭和初期からのコインや紙幣、切手、それから、アイ

ドルのテレカなど大量に出てきまして、それにプラスして岡山とい

うことで備前焼までたくさん出てきました。 （２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－００３４ 神奈川県平塚市宝町３番１号 

平塚 MNビル１１階 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） 特にびっくりしたのが、日本刀４振と、矢の先の金属部分である矢尻が１

つ。さらには、屋根裏から火縄銃まで出てきたことです。 

本当にいろんな物が出てきて、メルカリで高く売れるものもありそうだったのです

が、それをやっていたら本当に終わりません。そこで、買い取り業者に来てもらい、

その場で査定、買い取りをしてもらったのですが、びっくりするほど安値でした。 

先程の備前焼など、中には人間国宝の人の備前焼の壺まであり、ネットで調べ

たところ１００万円の値がついていたのですが、業者が置いていったのは１５万円。

記念紙幣、記念硬貨は、プレミアが一切つかず、５００円玉は５００円でした。 

なんでも鑑定団が大好きな私は、あまりの安さに愕然としたのですが、ただ、な

んでも鑑定団で提示される金額は、最終的に購入したい人がつける金額であって、

買い取り業者のそれとは完全に別物のようでした。 

ちなみに、上に書きました米国製のブリキのバスのおもちゃは、買い取り業者も

全く価値がわからず値段がつかなかったので、これこそ、なんでも鑑定団に行くべ

きだ！ということで、番組は無理でもと、妻の妹が横浜に持って帰り、なんでも鑑定

団でおなじみのおもちゃ鑑定士、北原さんのところに持って行きました。すると、査

定価格は、５０００円･･････。世の中、そんな甘い物ではないようです。 

まだまだ終わりが見えない遺品整理。とりあえず、宝探しくらいの気持ちで、気長

に進めていけたらと思っています。 

◆発行者コラム◆ 

実は私の実家にも刀と火縄銃があります。また、鎧もあります。私は子どもの頃、

その鎧を見て、うちは武士の家だと誇らしかったのですが、大人になってよく見ると

上半身しかありません。そうです。戦場で先頭を切って突撃していく足軽のそれで

す。ようは百姓だったということ。私は武士ではなく、百姓の末裔のようです。大森 

大森 米山 


